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2010春闘今
春
闘
の
民
間
大
手
組
合
の
動
向
は
、
先
行
き
が
不
透
明
な
経
済
情
勢
の
下
、
先
行

組
合
が
定
期
昇
給
の
確
保
と
一
時
金
の
回
答
を
引
き
出
し
て
い
る
。
現
在
、
中
小
組
合

や
パ
ー
ト
労
働
者
が
懸
命
に
た
た
か
い
を
進
め
て
い
る
。
公
務
員
連
絡
会
は
３
月
２３

日
、
人
事
院
総
裁
・
総
務
大
臣
と
最
終
交
渉
を
行
っ
た
。

最
終
交
渉
の
中
で
、
こ
の

春
闘
期
に
お
け
る
回
答
を
求

め
た
。

総
務
大
臣
か
ら
は
、
人
勧

制
度
の
維
持
尊
重
と
い
う
基

本
姿
勢
の
ほ
か
、
�
定
年
延

長
は
重
要
課
題
。
人
事
院
の

意
見
の
申
し
出
に
誠
意
を
持

っ
て
対
応
�
労
働
基
本
権
の

回
復
と
自
律
的
労
使
関
係
制

度
の
整
備
に
最
大
限
努
力
。

な
ど
の
回
答
が
示
さ
れ
た
。

ま
た
、
人
事
院
総
裁
は
、

定
年
年
齢
の
延
長
に
向
け
、

年
内
に
意
見
の
申
し
出
を
行

う
べ
く
、
給
与
制
度
等
十
分

交
渉
・
協
議
す
る
こ
と
な
ど

を
確
認
し
た
。

公
務
を
め
ぐ
る
厳
し
い
情

勢
が
継
続
し
て
い
る
も
と

で
、
総
務
大
臣
、
人
事
院
総

裁
に
春
闘
段
階
で
の
基
本
姿

勢
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
は
、
要
求
に
直
接
応

え
た
も
の
で
は
な
い
も
の

の
、
人
事
院
勧
告
期
に
向
け

て
重
要
な
意
味
を
持
つ
と
受

け
止
め
て
、
今
後
の
取
り
組

み
を
一
層
強
化
し
て
行
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
。

道
内
で
処
遇
改
善
に
成
果

北
海
道
段
階
で
は
、
政
権

交
代
に
よ
り
翌
年
度
の
地
方

交
付
税
の
最
終
決
定
が
遅
れ

た
た
め
、
春
闘
期
に
い
く
つ

か
の
単
組
で
独
自
削
減
の
継

続
提
案
が
出
さ
れ
た
。
一
方

で
、
人
勧
の
取
扱
い
の
確

認
、
自
宅
住
居
手
当
の
存
続

や
非
正
規
職
員
の
処
遇
改
善

な
ど
を
成
果
と
し
て
勝
ち
取

っ
た
単
組
も
出
て
き
て
い

る
。
全
体
的
な
集
約
は
こ
れ

か
ら
だ
が
、
引
き
続
き
、
民

間
中
小
の
支
援
を
中
心
と
し

た
取
り
組
み
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
夏
の
人
勧
期
に
向

け
た
取
り
組
み
も
強
化
し
て

い
こ
う
。

最
終
交
渉
で
基
本
姿
勢
確
認

定
年
延
長
・
労
働
基
本
権
回
復
に
努
力

原口総務大臣（右）に要請書を手渡す自治労本部・徳永委員長（中
央）と、夕張市職労・厚谷委員長（左）

推推推推推推推推推推推推推推せせせせせせせせせせせせせせんんんんんんんんんんんんんんししししししししししししししてててててててててててててていいいいいいいいいいいいいいまままままままままままままますすすすすすすすすすすすすす
道本部は３月９日の第１４回執行委

員会で３人の予定候補者の推せんを

決定しました。全力で支援します。

桜
の
開
花
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
北

海
道
の
桜
は
ま
だ
先
。
し
か
し
、
す
ぐ

だ
。
通
勤
途
中
に
引
っ
越
し
の
車
を
見

る
こ
と
が
多
い
。
進
学
、
就
職
、
新
た

な
生
活
を
は
じ
め
る
に
ふ
さ
わ
し
く
桜

の
花
が
咲
き
、
彩
り
を
添
え
、
あ
と
押

し
を
し
て
く
れ
る
優
し
さ
が
あ
る
。

プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
「
満
足
度
」
ラ
ン

キ
ン
グ
で
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が

２
年
連
続
１
位
に
な
っ
た
。「
フ
ァ
ン
サ

ー
ビ
ス
」「
野
球
の
お
も
し
ろ
さ
を
伝
え

て
く
れ
る
」。何
よ
り
も
「
地
域
貢
献
度

が
抜
群
」の
評
価
。ム
ム
ッ
！
私
た
ち
に

参
考
に
な
る
こ
と
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

原
口
総
務
大
臣「
４
月
に
は
夕
張
に
」

再
生
に
向
け
て
話
し
た
い

３
月
１５
日
、
自
治
労
は
原

口
総
務
大
臣
に
対
し
「
夕
張

市
財
政
再
生
計
画
」と「
地
域

主
権
改
革
」
に
関
し
て
要
請

し
た
（
左
上
写
真
）。こ
れ
に

は
、
自
治
労
か
ら
徳
永
委
員

長
ら
５
人
と
、
夕
張
市
職
労

の
厚
谷
委
員
長
が
同
行
し
、

要
請
主
旨
を
説
明
し
た
。

徳
永
委
員
長
は
交
付
税
中

心
と
な
る
同
市
の
再
生
計
画

に
触
れ
、「
現
場
で
働
く
人
た

ち
の
労
働
条
件
に
加
え
て
、

実
行
可
能
な
再
生
計
画
維
持

の
た
め
計
画
変
更
の
柔
軟
な

対
応
に
配
慮
い
た
だ
き
た

い
」
と
要
望
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
原
口
大
臣

は
「
市
民
の
皆
さ
ん
を
中
心

に
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
て

こ
ら
れ
た
。
元
来
、
夕
張
は

自
然
に
も
恵
ま
れ
て
お
り
、

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い
地
域

だ
。
夕
張
か
ら
の
『
緑
の
分

権
改
革
』
を
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
。
つ
ら
い
時
期
を
く

ぐ
り
、
疲
れ
や
つ
ら
さ
を
抱

え
て
お
ら
れ
る
。
そ
こ
か
ら

さ
ら
に
未
来
へ
飛
躍
と
な
る

土
台
を
作
っ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、「
４

月
に
は
現
地
に
入
り
た
い
。

夕
張
市
や
北
海
道
と
も
再
生

に
む
け
て
話
を
し
て
い
き
た

い
。
地
域
を
支
え
る
公
共
サ

ー
ビ
ス
は
そ
こ
で
働
く
人
の

雇
用
保
障
が
な
け
れ
ば
、（
サ

ー
ビ
ス
を
）
永
続
で
き
な

い
。
公
共
サ
ー
ビ
ス
基
本
法

で
不
足
し
て
い
る
部
分
を
補

う
こ
と
も
考
え
て
い
る
」
と

話
し
た
。

次
に
、
徳
永
委
員
長
が

「
地
域
主
権
改
革
は
各
自
治

体
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で

あ
る
。
現
場
で
働
く
職
員
を

抱
え
る
わ
れ
わ
れ
の
意
見
を

聞
い
て
い
た
だ
く
機
会
を
持

つ
よ
う
、
お
願
い
し
た
い
」

と
要
請
し
た
。
原
口
大
臣
か

ら
は
「
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞

く
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
当

然
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
よ

う
な
機
会
を
作
っ
て
い
き
た

い
」
と
前
向
き
な
返
答
が
あ

っ
た
。

富良野市長選挙
さ さ き まさ お

佐々木雅夫（６３歳）
略歴
１９６５年 旧山部町役場に入職

富良野市職労執行委員長、自治
労旭川地区本部委員長を歴任

１９９９年 富良野市議会議員選挙に立候補
し初当選、２期７年議員活動

２００６年 市長選挙に立候補するも僅差で
敗れる
富良野市職労特別執行委員

朔 風
名寄市長選挙

たか み つとむ

高見 勉（６６歳）
略歴
１９６２年～１９９９年

名寄市職員として勤務
１９６７年 日本大学経済学部経営学科（通

教）卒業
１９９９年～市議会議員初当選（２００３年～２期）
２００６年 市長選に出馬し敗れる
２００７年～市議会議員（３期目）

帯広市長選挙

道本部役員の起訴について

２０１０年３月２３日

自治労北海道本部

３月２２日、自治労北海道本部 木村美智留財政局長が札幌地方検

察庁より札幌地方裁判所に起訴されました。起訴内容は、政治資金

規正法違反（企業・団体献金の禁止）です。

木村財政局長は、３月１日札幌地方検察庁に昨年の衆議院選挙北

海道第５区における政治資金規正法違反容疑で逮捕され、今回の起

訴となっておりますが、事実の詳細については公判で明らかになる

ものと思われます。

木村氏は、北広島市に居住していたことから、地域運動として民

主党の活動に加わり、２００３年頃から民主党北海道第５区総支部の役

員を担っていました。

地域の中では、私たちは市民であり、その活動の一環として、地

域での政党活動を担っていたと認識しています。

自治労北海道本部は、この間の政党と労働組合の立場をしっかり

と踏まえた上で、政治闘争に関わってきていますが、こうした中

で、今回の事態に至ったことは極めて遺憾であり、全道の組合員の

皆さんにご心配とご迷惑をおかけしている点について、心からお詫

びを申し上げるものです。

道本部は、木村財政局長の執行権を逮捕以降停止し、出勤停止の

措置をとってきましたが、起訴以降、道本部規程により休職とし、

今後は、公判での推移と判決を待って、その後の対応、道本部とし

ての説明責任を果たします。

今回の問題に関して、自治労に結集する組合員、家族、ＯＢの皆

さまに不安や不信感を与える結果となったことを重ねて、心よりお

詫びを申し上げます。

よね ざわ のり ひさ

米澤 則寿（５３歳）
略歴
１９７８年 石川島播磨重工業�
１９８５年 日本合同ファイナンス�（現ジ

ャフコ）
（１９８９年 同社ロンドン駐在）

１９９５年 北海道ジャフコ�取締役社長
２０００年 �ジャフコ取締役
２００３年 同社常務取締役
２００５年 ジャフコ コンサルティング�

取締役社長
２０１０年 �ジャフコ経営理事長

4月11日告示、4月18日投票日

「社会福祉コース」JICHIRO スケジュール
２０１０年４月

３日�土 学校栄養士連絡会第１回幹事会（札幌市）

１３日�火 第１６回道本部執行委員会（札幌市）

１５日�木 第４回拡大闘争委員会（札幌市）

第２回合同専従者会議（～１６日・札幌市）

１７日�土 青年部拡大幹事会（札幌市）

現業公企評議会第２回４役会議・幹事会（札幌市）

北海道社会保険非常勤職員労組解散大会（札幌市）

4月24日�土 １３：００～１７：００

自治労会館３Ｆ「中ホール」

講演�「最低基準義務付け枠付けにお

ける規制緩和の動向」

講演�「指定管理と民営化について」

講演�「公務員制度改革と関連労働者

への影響」

道本部ホームページ

全日本自治団体労働組合
北海道本部

〒０６０―０８０６ 札幌市北区
北６西７北海道自治労会館
電 話 ０１１―７４７―３２１１
ＦＡＸ ０１１―７００―２０５３
編集・発行 谷川 広美

総
務
大
臣

人
事
院
総
裁

自治労
北海道
学校

ユーザー名：hokkaido
パスワード：jichi2009

組合員専用ページは自治労北海道

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用出来ない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。その際は著作権者、または、出版社まで御連絡ください。

２０１０年４月１日（昭和２８年１２月１２日
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藤藤
川川
まま
ささ
しし

ええ
ささ
きき
たた
かか
しし

�
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３・２０さっぽろ
ピースウォーク

３
月
２０
日
、
札
幌
市
・
大

通
り
４
丁
目
で
「
戦
争
を
や

め
ろ
！
米
軍
基
地
は
い
ら
な

い
！
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
イ

ラ
ク
・
パ
レ
ス
チ
ナ
に
平
和

を
！
」
３
・
２０
さ
っ
ぽ
ろ
ピ

ー
ス
ウ
ォ
ー
ク
が
開
か
れ
、

一
般
市
民
を
含
め
約
２
５
０

人
が
参
加
し
た
。

２
０
０
３
年
３
月
２０
日

は
、
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス

が
イ
ラ
ク
攻
撃
を
始
め
た

日
。
７
年
が
経
過
し
た
今

も
、
戦
争
・
占
領
は
続
い
て

い
る
。

北
海
道
平
和
運
動
フ
ォ
ー

ラ
ム
、
ほ
っ
か
い
ど
う
ピ
ー

ス
ネ
ッ
ト
、
有
事
法
制
反
対

道
民
連
絡
会
は
、
外
国
軍
が

イ
ラ
ク
か
ら
す
ぐ
に
撤
退
す

る
こ
と
を
求
め
、「
世
界
中
の

あ
ら
ゆ
る
戦
争
を
な
く
し
た

い
、
沖
縄
、
日
本
か
ら
米
軍

基
地
を
な
く
し
た
い
」
と
い

う
声
を
あ
げ
、
多
く
の
人
た

ち
ち
と
、
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク

で
訴
え
た
。

冒
頭
、
主
催
者
の
有
事
法

制
反
対
道
民
連
絡
会
の
竹
中

さ
ん
は
、「
２
０
１
０
年
、
日

米
安
保
締
結
５０
年
が
経
過
し

た
。
海
兵
隊
の
イ
ラ
ク
派
遣

な
ど
、
米
軍
が
い
な
け
れ

ば
、
東
ア
ジ
ア
は
守
れ
な
い

と
、
よ
り
一
層
米
軍
を
強
化

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
普
天

間
の
本
質
は
、
基
地
の
強
化

で
あ
る
。
戦
争
や
武
力
で
平

和
は
保
て
な
い
。
３
月
２０
日

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
市
民
・

道
民
、
ま
た
世
界
中
に
声
を

あ
げ
て
い
こ
う
」
と
呼
び
か

け
た
。

山
田
道
平
和
運
動
フ
ォ
ー

ラ
ム
代
表
は
「
７
年
前
の
開

戦
は
正
し
か
っ
た
の
か
。
正

義
の
戦
争
は
あ
り
得
な
い
。

ア
メ
リ
カ
の
軍
縮
、
日
本
は

何
故
、
縮
小
で
き
な
い
の

か
。
日
本
の
と
る
べ
き
道
に

つ
い
て
、
考
え
る
べ
き
」
と

述
べ
た
。

イ
ラ
ク
訴
訟
弁
護
団
の
佐

藤
弁
護
士
は
、
訴
訟
の
取
り

組
み
と
、「
い
か
に
イ
ラ
ク
を

検
証
し
て
い
く
の
か
、
武
力

も
権
力
な
い
私
た
ち
に
で
き

る
こ
と
は
『
記
憶
を
消
さ
な

い
こ
と
』
だ
」
と
述
べ
た
。

集
会
後
、「
世
界
か
ら
戦
争

を
な
く
そ
う
」
と
シ
ュ
プ
レ

ヒ
コ
ー
ル
を
あ
げ
な
が
ら
、

札
幌
市
の
中
心
街
を
歩
い
た
。

もうすぐ 号

正
義
の
戦
争
あ
り
え
な
い

イ
ラ
ク
の
記
憶
は
消
さ
な
い

機
関
紙

�

テーマ「うれしい一瞬」
職場や家庭で、携帯電話で撮影した「うれしい一

瞬」を送ってください。（作品に人物が写る場合は、

必ず本人の同意を得てください）

携携携携携携携携携携携携携携携携帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯電電電電電電電電電電電電電電電電話話話話話話話話話話話話話話話話写写写写写写写写写写写写写写写写真真真真真真真真真真真真真真真真ココココココココココココココココンンンンンンンンンンンンンンンンテテテテテテテテテテテテテテテテスススススススススススススススストトトトトトトトトトトトトトトト

号を記念して 人に賞品

どしどし応募して！

「世界から戦争をなくそう」とシュプレヒコール
をあげる参加者＝３月２０日、札幌市中心街

バーコード対応の携帯電話で、下
記のバーコードを読み取り、１人、
１作品（写真）を送って下さい。

連合青年委員会スプリングフォーラム応募する際の注意事項

�１お名前 �２年齢 �３単組名 �４連

絡先 �５題名 �６エピソードを記入

して送信してください。

記入もれは対象外になる場合があ

ります。作品は返却しません。

振り返ればそこにある
�頼りになる存在�に

自治労北海道のホームページにも掲載しています。
３
月
１３
日
、
連
合
北
海
道

青
年
委
員
会
は
自
治
労
会
館

で
「
２
０
１
０
連
合
青
年
委

員
会
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
を
開
き
、
９
産
別
７０
人

（
う
ち
自
治
労
３５
人
）
が
参

加
し
た
。
今
回
の
ス
プ
リ
ン

グ
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
労
働
組

合
や
連
合
の
社
会
的
役
割
を

テ
ー
マ
に
学
習
し
た
。

集
会
は
、
牧

野
青
年
委
員
長

あ
い
さ
つ
の
あ

と
、
連
合
北
海

道
の
村
田
事
務

局
長
が
「
連
合

北
海
道
２０
周
年

を
迎
え
て
」
と

題
し
て
講
演
し

た
。
村
田
事
務

局
長
は
、「
政
権

交
代
を

実

現

し
、
こ
れ
か
ら

め
ざ
す
べ
き
社
会
は
、
働
く

も
の
の
犠
牲
の
う
え
に
な
り

た
つ
社
会
で
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
」
と
述
べ
、
今
後
の
連

合
の
役
割
、
求
め
ら
れ
る
機

能
と
し
て
、「
労
働
者
本
位
の

政
策
を
実
現
す
る
た
め
政
労

使
の
一
躍
を
担
う
こ
と
。
振

り
返
れ
ば
そ
こ
に
あ
る
よ
う

な
職
場
や
地
域
で
頼
り
に
な

る
存
在
と
な
る
こ
と
。
労
働

者
市
場
全
体
に
対
す
る
影
響

力
を
も
つ
こ
と
」
の
３
点
を

提
起
し
た
。

そ
の
後
、
１０
グ
ル
ー
プ
に

わ
か
れ
、
生
活
職
場
実
態
、

青
年
部
運
動
の
悩
み
な
ど
を

出
し
あ
い
交
流
し
た
。
集
会

の
最
後
は
、
牧
野
委
員
長
が

「
自
分
た
ち
は
ま
だ
マ
シ
と

自
粛
や
委
縮
の
気
分
が
あ
る

の
も
事
実
。
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
も
多
く
の

不
満
や
不
安
が
出
さ
れ
、
多

く
の
仲
間
が
共
感
し
て
い

る
。
職
種
・
雇
用
形
態
な
ど

を
越
え
た
仲
間
と
の
、
学
習

と
交
流
に
よ
っ
て
、
自
分
た

ち
の
運
動
に
自
信
と
展
望
を

も
っ
て
い
こ
う
」と
話
し
た
。

自治労北海道

賞品：最優秀賞 １人＝デジタルカメラ

優 秀 賞 ７人＝図書カード ３，０００円分

ほんわか賞 １２人＝お米券 ２，０００円分

グループにわかれ、生活職場実態や悩みなどを出
しあう参加者＝３月１３日、札幌市・自治労会館

しめきり：５月１４日�金
入賞作品と入賞者は２０００号の紙面で発表

３
月
２４
日
、
参
議
院
で
予
算
案
が
可

決
し
、
通
常
国
会
も
前
半
戦
が
終
了
し

ま
し
た
。
今
後
、
国
会
で
は
予
算
非
関

連
の
各
法
案
審
議
が
中
心
に
な
り
ま

す
。
私
も
３
月
１６
日
に
、
環
境
委
員
会

で
大
臣
所
信
に
対
す
る
質
問
を
し
ま
し

た
。
私
た
ち
人
間
は
、
空
気
や
水
、
動

植
物
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
の
恩
恵
に

よ
っ
て
生
活
を
営
ん
で
い
ま
す
。
地
球

温
暖
化
の
問
題
や
、
生
物
多
様
性
な

ど
、
環
境
を
守
っ
て
い
く
こ
と
の
重
要

性
は
高
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
観
点
で
の

質
問
で
し
た
。

今
後
、
福
祉
や
医
療
を
ど
う
充
実
さ

せ
て
い
く
か
、
平
和
な
社
会
を
ど
う
実

現
し
て
い
く
の
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。不
十
分
な
点
は
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、自
民
党
が
進
め
た「
弱
肉
強
食
」時

代
へ
の
後
戻
り
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。政

権
与
党
の
一
員
と
し
て
の
責
任
を
し
っ

か
り
と
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

査
定
員
２
人
が
退
職

渡
辺
さ
ん
・
門
田
さ
ん

自
治
労
共
済
で
査
定
員
を

担
っ
て
き
た
２
人
が
３
月
３１

日
付
け
で
退
職
し
た
。
渡
辺

隆
さ
ん
は
定
年
退
職
。
民
間

会
社
か
ら
８５
年
に
道
本
部
に

入
り
、
査
定
を
中
心
に
共
済

全
般
を
担
当
し
２５
年
勤
め

た
。
退
職
に
当
た
っ
て
の
一

言
は
「
今
後
も
自
主
福
祉
運

動
の
発
展
、
拡
大
を
願
う
」。

門
田
哲
雄
さ
ん
は
、
民
間

損
害
保
険
会
社
を
経
て
、
０１

年
に
共
済
に
入
り
、
９
年
間

勤
め
た
。門
田
さ
ん
は「
単
組

の
ご
担
当
者
の
ご
協
力
に
感

謝
で
い
っ
ぱ
い
。
事
故
処
理

は
迅
速
・
親
切
を
モ
ッ
ト
ー

に
や
っ
て
き
た
」と
話
し
た
。

政
権
与
党
の
一
員
と
し
て
責
任
果
す

は の です

出
張
の
移
動
中

に
立
ち
寄
っ
た
本

屋
で
、「
空
気
は
読

ま
な
い
」
と
い
う

本
に
出
会
い
ま
し

た
。
一
時
期
、「
Ｋ

Ｙ
（
空
気
が
読
め

な
い
）」と
い
う
言

葉
が
は
や
り
ま
し
た
が
、
医

師
で
も
あ
る
著
者
の
鎌
田
實

さ
ん
は
こ
の
本
の
中
で『
空

気
は
、人
に
、街
に
、時
代
に

伝
染
す
る
。
じ
わ
じ
わ
広
が

り
、
い
つ
の
間
に
か
、
気
分

を
高
揚
さ
せ
た
り
停
滞
さ
せ

た
り
す
る
。
と
き
に
は
、
景

気
さ
え
左
右
し
、
経
済
を
動

か
す
。
と
き
に
は
、
国
を
間

違
っ
た
方
向
に
動
か
す
。
人

は
、
ま
わ
り
か
ら
浮
き
た
く

な
い
と
、
必
死
で
空
気
を
読

む
。
空
気
に
と
ら
わ
れ
気
概

を
忘
れ
て
い
く
』
と
指
摘
し

て
い
ま
す
。
確
か
に
私
た
ち

は
実
態
の
な
い
「
空
気
」
と

い
う
も
の
に
気
が
つ
か
な
い

う
ち
に
惑
わ
さ
れ
振
り
回
さ

れ
て
い
ま
す
。
閉
塞
感
い
っ

ぱ
い
の
世
の
中
の
空
気
を
か

き
回
し
、
新
し
い
時
代
の
空

気
を
つ
く
り
出
す
こ
と
も
私

た
ち
労
働
組
合
の
役
割
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
さ
あ
、
み
な

さ
ん
、
空
気
は
読
め
て
も

「
あ
え
て
空
気
を
読
ま
な

い
」
で
、
新
し
い
時
代
の
空

気
を
仲
間
と
一
緒
に
つ
く
り

ま
し
ょ
う
！

（
２
月
に
、組
織
部
長
に
な
り

ま
し
た
伊
藤
美
恵
子
で
す
）

人
を
大
切
に
す
る
政
治

先
へ
、
先
へ
。

※※自自治治労労道道本本部部推推せせんん参参院院選選予予定定候候補補者者

自治労道本部のホームページ www.jichiro-hokkaido.gr.jp
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